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ストウェージプラン教材の改良 

学生氏名 上山 航輝 

  担当教官 井上 昭正 

 

1. 目的 

港湾流通科の就職先業種の一つとしてコンテナプ

ランナー業務がある。港湾流通科では CTMSを使用

してコンテナ船のストウェージプランについて学習

しているが、具体的なイメージがつかみにくい面が

ある。 

実際、「ストウェージプランとは何か、そしてそ

れがどのように機能するか」というのを詳しく説明

している書籍もありません。 

そこで、ストウェージプランを具体的に理解する

ために昨年度作成されたストウェージプラン教材の

改良を試みた。 

 

2. 改良した教材用コンテナ 

昨年度のアンケートでの体験教材の悪い点とし

て、コンテナサイズがバラバラでクリアボックスに

入らないという意見より、20ftコンテナ359本中の

81本の長いコンテナを、確実にクリアボックスに入

るように調節した。 

  

図1 調節前       調節後コンテナ 

 

 同様に、コンテナの種類が少ないこと言う意見に

対応して、空コンテナとしてEのシール、冷凍コン

テナとしてRのシールを張って、実入りコンテナ以

外の種類を増やした。 

 

図2 空コンテナ  リーファーコンテナ 

 

3. 改良したストウェージプラン教材の種類 

 今回は、主にオープンキャンパスや出前授業の参

加高校生に利用する入門教材は変更せずそのまま使

用し、昨年度のストウェージプラン初級教材をコン

テナ船積み付け教材とコンテナヤード積み付け教材

2種類に改良した。 

 

3-1 コンテナ船積み付け教材 

 この教材の学習内容は、コンテナ船でのコンテナ

ロケーションとしてのセル位置(Bay-Row-Tier)と、

コンテナ船への20ftと40ftコンテナの蔵置方法の理

解を目的としていて、クリアボックスを２つ使うこ

とにより、ハッチをまたいだ40ftコンテナの蔵置が

できないことを体験する教材やコンテナセル位置

(Bay-Row-Tier)での20ftと40ftの見え方を体験でき

るように教材に改良した。 

 

図3 改良したコンテナ船積み付け教材 
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図4 クリアボックス２つのコンテナ船積み付け教材 

 

3-3 コンテナヤード積み付け教材 

 この教材の学習内容は、コンテナヤードでのコン

テナロケーションとしてのセル位置(Block-Bay-

Row-Tier)と、コンテナヤードでの20ftと40ft コン

テナの蔵置方法の理解を目的としていて、コンテナ

ヤードで20ftと40ftのコンテナの好ましい蔵置計画

を体験できるように教材を作成した。 

 

図5 コンテナヤード積み付け教材 

 

4. ストウェージプラン教材利用実績 

ストウェージプラン教材の利用実績は、合計９

回、75人に利用していただいた。 

なお、入門教材は全員に、コンテナ船積み付け教

材とコンテナヤード積み付け教材は、本校の学生で

ある港湾流通科１．２年生と港湾ロジスティクス科

１・２年生による利用となっている。 

 

表1 ストウェージプラン教材利用実績 

港湾流通科１年生 11人 

港湾流通科２年生 6人 

港湾ロジスティクス科１年生 4人 

港湾ロジスティクス科２年生 3人 

オープンキャンパス 13人 

小野高校出前授業 18人 

神戸港バックヤードツアー 20人 

合計 75人 

 

5. ストウェージプラン体験教材の評価 

港湾短大の港湾流通科の1,2年生・港湾ロジステ

ィクス科1，2年生の計24人に教材を体験してもらい

評価を実施した。 

Q1:コンテナ船へのコンテナ積込みの理解に役立ち

ましたか？ はい:92％ いいえ:8％ 

Q2:コンテナターミナルへのコンテナ蔵置の理解に

役立ちましたか？ はい:96％ いいえ:4％ 

Q3:ストウェージプラン体験教材の良いと感じた点 

 色分けされていて分かりやすかった 

 20ft,40ftの大きさを実感することができた。 

 実際に触れて体験することでより理解が深ま

った 

Q4:ストウェージプラン体験教材の悪いと感じた点 

 たまにサイズが違うものがあった 

 コンテナに見立てた積み木に対して紙が普通

紙だったので折れたり曲がったりして使いづ

らかった。 

 コンテナをクリアケースから少し取り出しづ

らかったです。 

 重さと色の繋がりがわからない 

Q5:ストウェージプラン教材の総合評価をお答えく

ださい。(普通が３、最高が５、最低が１)  

 平均：4.167 

 

6. まとめ 

改良したストウェージプラン教材を本校学生に体

験してもらい、一定の評価を得ることができた。こ

の改良教材が少しでもプランナー業務について興味

を持ち、物流業界の一員となり、さらに周りの人た

ちにもプランナーの魅力を伝えていけるきっかけに

なる教材になってほしいと思う。 
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